　別紙　　　　　　　　　　　　補装具意見書を作成される先生方へ

Ⅰ　一般的留意事項

１　更生相談所の判定を要するもの（補装具意見書による書面判定もあります）

　　　義肢・装具，車椅子（オーダーメイド），電動車椅子，座位保持装置，補聴器

　　重度障害者用意思伝達装置

· なお，義肢・装具，車椅子（オーダーメイド），座位保持装置，重度障害者用意思伝達装置については，適合判定も実施しています。

　２　補装具意見書により市町で支給決定できるもの

　　　車椅子（レディメイド（手押し型A・Bを除く）），歩行器，眼鏡(矯正用・遮光用・コンタクトレンズ・弱

　　視用)，人工内耳（人工内耳用音声信号処理装置の修理に限る。），義眼

　３　補装具支給申請書のみで市町で支給決定できるもの

　　　車椅子（レディメイド手押し型A・B）視覚障害者安全つえ，歩行補助つえ

	意見書作成医師

（者）・身体障害者福祉法第15条第1項に基づく指定医又は指定自立支援医療機関において当該医療を主として担当している医師であって，（一社）日本専門医機構が認定した専門医及び所属医学会において認定されている専門医（医業、歯科医業若しくは助産師の業務又は病院、診療所若しくは助産所に関して広告することができる事項（平成19年厚生労働省告示第108号）第1条で定める項目を満たすものとして，厚生労働大臣に届け出を行った団体に所属し，当該団体から医師の専門性に関する認定を受けた医師）
· 国立障害者リハビリテーションセンター学院において実施している補装具関係の適合判定医師研修会を終了している医師

　 ・上記と同等と認められる医師

（児）・指定自立支援医療機関又は保健所の医師

(難病患者等)・難病主治医　※但し，身体障害者手帳により補装具の給付を受けられる方は，（者）又は（児）の医師


Ⅱ　個別留意事項

・車椅子のオーダーメイドとは，脳性麻痺，脊髄損傷等でレディメイドでは対応困難な方に対して特別注

　文にて作成するものをいいます。

　　レディメイド：いわゆる既製品。座幅は概ね38㎝，40㎝の２種類あります。

　　　　　　 　　「付属品」に掲げる程度の機能は備わっている車種もあります。

・車椅子，座位保持装置等入院中には支給されない補装具があります。退院後の在宅生活において補装具

が必要な方の場合は，退院日が決定してから手続きしてください。

・内部障害により車椅子を必要とする場合，介護用（手押し型）車椅子が支給されます。この場合，内部

障害に係る診療科の医師が意見書を記入してください。

・介護保険による福祉用具と共通する補装具（車椅子，歩行器等）を希望する場合には，介護保険による

福祉用具の貸与が優先しますが，オーダーメイドにより個別に製作する必要があると判断される場合に

はこの限りではありません。

・眼鏡（矯正用・遮光用・コンタクトレンズ・弱視用）については処方箋を添付してください。

・補聴器は，ポケット型の支給を基本としています。耳かけ型補聴器は，教育上，職業上等真に必要な者

であり，その他社会生活上必要な場合にも支給は可能です。また耳あな型補聴器は，耳介欠損や職業等

でポケット型・耳かけ型補聴器の装着が困難で真に必要とする者とされています。

・借受けについては，補装具の必要性とは別に，意見書の「補装具の名称及

び処方」欄に，借受けが必要な理由，借受け期間とその効果が明確になるよう記載をお願いします。

・補装具は，障害者総合支援法施行令に定める特殊の疾病（難病等）の患者等も支給

の対象となっています。難病患者等については，意見書の「障害の部位及びその状況」欄に，原因となる

難病名，身体症状等の変動状況や日内変動等についての記載もお願いします。
※ご不明な点がありましたら，広島県立身体障害者更生相談所にお問い合わせください。
　　　　　TEL（082）425－1455　内線221・222・223　　FAX（082）425－1634

給付基準

	１　車椅子

	車椅子の種類
	　　　　　　　　　　　　　　構造・対象者等

	普通型
	大車輪に装着されたハンドリムで駆動するもの。車椅子を自操できる人が対象。

片麻痺者は健側の下肢で舵をとるため座面の低いもの（低床式）を使用する。

	手押し型（A・B）
	介助者が押して使用するものでハンドリムはついていない。車椅子を自操できない人が対象。A：大車輪のあるもの　B：小車輪だけのもの

	手動リフト式普通型
	レバー操作により座面を上下できるリフト機能を有する。使用により自力乗降が可能となる人（頚髄損傷，脳性麻痺，筋ジス等）が対象。

	片手駆動型
	片側にハンドリムが二重に装着しており片上肢のみで車椅子を操作するもの。
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	ｱｰﾑｻﾎﾟｰﾄ脱着
	車椅子の乗降りが困難な方は，肘掛を脱着式にすることによって，車椅子の乗降りが容易となる。

	
	挙上式ﾚｯｸﾞｻﾎﾟｰﾄ
	足台の角度を座面の高さまで任意に調節するもの。

	
	開閉式ﾚｯｸﾞｻﾎﾟｰﾄ
	足台を外側に開くことにより，片麻痺の方が足を使って車椅子を操作する場合，車椅子の乗降りをする時容易となる。脱着式もある。

	
	ｸｯｼｮﾝ
	長時間使用される人，褥瘡ができやすい人等が対象。

	
	ｷｬﾘﾊﾟｰﾌﾞﾚｰｷ
	車椅子で日常移動する道路等に坂道等がある場合，介護者が持ち手のブレーキをきかせながら安全に坂道を下るためのもの。

	
	屋外用ｷｬｽﾀｰ
	車椅子で日常移動する道路等に段差や凸凹が多く，移動の際のショックを和らげるための前輪小キャスター。

	
	滑り止めﾊﾝﾄﾞﾘﾑ
	ハンドリムを握って自操することが困難になったため，こぎ易いよう滑り止めのゴム等を巻いたもの。

	２　電動車椅子　（来所判定）

	対象者
	　学齢児以上であって，次のいずれかに該当する障害者であること。

· 重度の下肢機能障害者等であって，電動車椅子によらなければ歩行機能を代替できない者。

～手動式（普通型）車椅子の操作が困難であること。（簡易型を除く）

· 呼吸器機能障害，心臓機能障害，難病等で歩行に著しい制限を受ける者又は歩行により症状の悪化をきたす者であって，医学的所見から適応が可能なもの。

	使用者条　件
	　次のいずれにも該当する障害者等であること。

· 日常生活において，視野，視力，聴力等に障害を有しない者。又は障害を有するが電動車椅子の安全走行に支障がないと判断される者。

· 歩行者として，必要最小限の交通規則を理解・遵守することが可能な者。

	普通型
	・時速4.5ｋｍ，6.0ｋｍのものがある。

	簡易型 ・切替式

・アシスト式
	・手動車椅子に電動ユニットを取り付けたもの。この車椅子を利用することにより，残

  存機能を維持しながら，坂道，悪路，長距離移動における負担の軽減が図れる者。

	電動リフト式普通型
	・手動リフト付車椅子の使用が困難な者で，この車椅子を使用することにより自力乗降

  が可能となる者。

	※【リクライニング式車椅子・（電動）リクライニング式電動車椅子の給付対象者】

・頚髄損傷者で低血圧発作を起こすやすいため，随時に仰臥姿勢をとることにより発作を防止する必要のある者

・リウマチ性の障害等により四肢や体幹に著しい運動制限があって座位を長時間保持できないため，随時に仰　　臥姿勢をとることにより座位による生活動作を回復する必要のある者

※ 【ティルト式車椅子・（電動）ティルト式車椅子の給付対象者】

　脳性麻痺，頸髄損傷，進行性疾患等による四肢麻痺や，関節拘縮等により座位保持が困難なものであって，自立姿勢変換が困難な者等。

	３　重度障害者用意思伝達装置　（書面判定）

	四肢の機能の全廃及び言語機能を喪失した重度障害者が，残された機能を用いて文章を作成し，他者に伝達することを可能とするソフトウェアが組み込まれた専用機器及びプリンタ。障害に応じた固定具，入力装置等の付属品を修理基準の中から組み合わせることができる。


	　　名　称
	　　　　　　　　　　　　　　構造　・　対象者等

	4　眼鏡

	矯 正 用
	近視，遠視及び乱視等の屈折異常や無水晶体眼等により視力低下があり，矯正眼鏡により視力が改善される場合に適応となる。処方箋には，レンズの種類と度数，瞳孔間距離，近用と遠用の区別等が記載されていること。

	コンタクトレンズ
	強度の屈折異常や角膜白斑等による視力の低下があり，コンタクトレンズにて視力が改善される場合に適応となる。眼鏡レンズに比べて，屈折異常に広い適用性を持ち，強度近視，強度乱視等では効果的である。（視野の制限がない等の利点がある）

	弱 視 用
	屈折異常を矯正して視力を回復させるのではなく，書物や新聞の文字が小さすぎて読めないなど，眼鏡やコンタクトレンズを使用しても矯正が不可能な場合に，物体を拡大するレンズである。虫めがねや望遠鏡を弱視者向けに改良したものと考えてよい。高倍率(3倍率以上)は職業上又は教育上真に必要な者。

	
	掛けめがね式
	眼鏡式で両手があくので作業する時に便利である。ルーペ式に比べて作業空間が長く取れる（約２倍）遠近両用に使用できる。主に近用として使用される。

	
	焦点調整式
	望遠鏡型で主に遠用に使用される。駅の時刻表，バスの中の運賃表等を見るのにも便利である。近用レンズに使うと高倍率ルーペとしても使用可能である。倍率は一般的に2倍であるが，3倍以上の高倍率のものもある。高倍率は職業や教育等に必要な場合に適応となる。

	遮 光 用
	羞明の軽減を目的として，可視光のうちの一部の透過を抑制するものであって，分光透過率曲線が公表されているものであること。対象者は遮光眼鏡の装着より優先される治療法がなく，装着によってまぶしさの軽減，文字や物などが見えやすくなる，流涙等の不快感が軽減するなどの効果が得られる者。

	5　　義眼

	レディメイド
	無眼球や眼球萎縮のために眼球の形をしたものを眼窩に挿入して使用する。眼窩の状態がレディメイド（既製品）に適合する場合に適応となる。

	オーダーメイド
	無眼球や眼球萎縮のために眼球の形をしたもので，眼窩の状態がレディメイド（既製品）に適合しない場合に眼窩に適合するよう特殊加工したもの。

	6　補聴器　

	気

導

型
	高度難聴用ポケット型
	本体と耳栓とをコードで連結したもので，装着及び操作が容易である。

	
	重度難聴用ポケット型
	

	
	高度難聴用耳かけ型
	本体を耳介に装着し，短いチューブで耳栓と連結したもので，常時装着に便利である。

対象者は，ポケット型の補聴器の使用が困難で教育上，職業上等真に必要とする者。

また，重度難聴用耳かけ型を装着する者で，一斉授業のように遠いところからの会話を聴取する必要のある場合は，FM型の適応となる。

	
	重度難聴用耳かけ型

（FM型含む）
	

	
	耳 あ な 型

　レディメイド

　オーダーメイド
	ポケット型及び耳かけ型の補聴器の装着が困難で真に必要な者が適応となる。特にオーダーメイドの支給に当たっては，障害の状況，耳の形状等レディメイドで対応不可能な者に限ること。

なお，ポケット型及び耳かけ型の補聴器の装着が困難な者とは，耳介の欠損や変形等により耳あな型の補聴器しか装着できない者に限定される。

	骨

導

型
	骨導式ポケット型
	音を振動に変え，直接内耳に伝達すること，さらに，耳栓等を耳あなに挿入する必要がないものである。

対象者は，原則として伝音性難聴者であって，耳漏が著しい者又は外耳閉鎖症等を有する者で，かつ，耳栓又はイヤモールドの装着が困難な者であること。

	
	骨導式眼鏡型
	

	イヤモールド
	外耳道の変形等により既製の耳栓では適合しない者には，ハウリング（ピーピーと補聴器が大きな音を発すること）が起きたり，また幼少児では耳栓がはずれやすいため，イヤモールド（耳あなに合わせて耳栓を作ったもの）が付属品として必要になる。


補装具借受け制度について
１　借受けの基本的な考え方

●補装具は，身体障害者・児の身体状況に応じて個別に身体への適合を図るよう製作されたものを基本としていることから，購入することが原則である。

●このため，補装具の借受けについては，障害者総合支援法において，「借受けによることが適当である場合」として，次の場合に限るとしている。

　①身体の成長に伴い，短期間で補装具等の交換が必要であると認められる場合

　②障害の進行により，補装具の短期間の利用が想定される場合

　③補装具の購入に先立ち，複数の補装具等の比較検討が必要であると認められる場合

２　対象となる場合と種目・品目

【想定される対象者の要件】

	場合
	種目・品目
	想定される対象者の要件
	備考

	身体の成長に伴い，補装具等の短期間での交換が必要である
	◦座位保持装置構造フレーム
◦歩行器
◦座位保持椅子
	成長に伴い体格の変化が著しく，種目の耐用年数の期間にわたり継続して利用できないことが想定される児童
	パッド，ベルト類など個別に作製が必要な部分は購入と組み合わせることを可能とする

	障害の進行により，補装具の短期間の利用が想定される
	重度障害者用意思

伝達装置（本体）
	障害の進行に伴い，名称･基本構造の変更，短期間の使用が想定される者

言語発達の成長に合わせて名称・基本構造の変更が想定される児童
	重度障害者用意思伝達装置入力装置（スイッチ）など個別に必要な部分は購入と組み合わせることを可能とする

	補装具の購入に先立ち，複数の補装具等の比較検討が必要である
	義肢，装具，座位保持装置の完成用部品
	複数の部品を比較検討し，使用可能なのか，使用効果があるのかなどの検討が必要な者
	使用効果を比較検討した結果，最も適切な部品を購入すること


３　適切な借受けのための医師意見書

補装具の購入と同様に借受けにおいても身体状況だけでなく，環境因子，補装具の必要性，処方内容，使用効果等を詳細に記入することはもちろんのこと，借受けにあたっては以下の点に留意して医師意見書を作成する必要があります。
1 体の成長に伴い，短期間で補装具等の交換が必要であると認められる場合
・これまでの成長状況，今後の1 年間における身体の成長見込みの記入は必須です。

・座位保持装置構造フレーム，歩行器，座位保持椅子を購入ではなく，借受けすることが適当である理由を医学的見地から明記することが重要です。
2 障害の進行により，補装具の短期間の利用が想定される場合
・障害の進行状況，1 年後にどうなっているかの予測を医学的な立場から明記することが必須です。

・重度障害者用意思伝達装置においては，入力装置（スイッチ），本体変更の予測を医学的見地から明記することが重要です。
・児童の重度障害者用意思伝達装置においては，言語発達面の予測から本体の変更が1 年程度で必要になる見込みを医学的見地から明記することが重要です。
3 装具の購入に先立ち，複数の補装具等の比較検討が必要であると認められる場合
・骨格構造義足使用者においては，使用状況，使用場所，就労状況などを具体的に明記した上で，現在使用中の義足で何が不足しているのか，新たな完成用部品を比較検討する必要性を明記することが重要です。
・他の完成用部品においても同様です。借受けすることでどういう効果が得られるのか，何を確認したいのかを明記することが重要です。
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